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●
主
な
質
疑

予
算
編
成
の

ポ
イ
ン
ト

予
算
編
成
の
考
え
方
は
。

﹁
防
災
・
減
災
対
策
の

充
実
﹂﹁
事
務
事
業
評
価
や

外
部
評
価
の
結
果
な
ど
の

的
確
な
反
映
﹂﹁
市
民
要
望

へ
の
俊
敏
な
対
応
﹂及
び﹁
安

全
・
安
心
な
施
設
づ
く
り
﹂

を
重
点
事
項
と
す
る
と
と

も
に
、
国
の
動
向
を
踏
ま
え

た
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

　

特
に
、
経
済
再
生
を
最
優

先
課
題
と
し
、
国
の
緊
急
経

済
対
策
に
基
づ
く
補
正
予

算
と
あ
わ
せ
た
13
ヵ
月
予

算
に
よ
る
切
れ
目
の
な
い

予
算
執
行
、
財
政
健
全
化
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
。

地
方
交
付
税
の

先
行
き
を
議
論

地
方
財
政
計
画
に
基
づ

　

平
成
25
年
度
予
算
な
ど
を
主
な
議
案
と
す
る
平
成
25
年
第
１
回

︵
３
月
︶
定
例
会
は
、
市
長
提
案
の
あ
っ
た
38
議
案
を
可
決
し
て
閉

会
し
ま
し
た
。

　

合
併
後
８
年
目
と
な
る
平
成
25
年
度
は
、
今
後
５
年
間
の
方
向
性

を
示
す
後
期
基
本
計
画
の
初
年
度
と
な
り
ま
す
。
加
え
て
、
横
浜
方

面
へ
の
直
通
電
車
の
開
通
や
民
間
調
査
に
お
い
て
住
み
や
す
さ
が
高

評
価
を
得
る
な
ど
、
市
外
へ
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
が
課
題
と
な
り
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年　

第
１
回
定
例
会

２　
28

３　
21

▼

育
て
支
援
な
ど
に
充
て
る

こ
と
に
よ
り
、
市
と
し
て
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
と

い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。

固
定
資
産
税
は

増
加
見
込
み

固
定
資
産
税
の
今
後
の

動
向
は
。

合
併
特
例
の
減
免
が
終

了
す
る
と
、
市
街
化
区
域
内

の
農
地
の
宅
地
転
用
が
増

え
、
住
宅
建
設
が
増
加
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
上
野
台
で
は
、
今

後
の
開
発
も
控
え
て
お
り
、

す
で
に
新
築
さ
れ
た
住
宅
で

あ
っ
て
も
集
計
に
含
ま
れ
て

い
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
増
加
を
見
込
む
こ

と
が
で
き
る
。

よ
り
魅
力
あ
る
市

を
つ
く
る
た
め
に

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
に
当
た
り
、
東
武
東

上
線
の
横
浜
へ
の
直
通
運
転

開
始
は
一
つ
の
契
機
と
と
ら

え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

平成25年度予算の特徴…平成25年度は、昨年度から引き続き合併による特例
を活用し、広域ごみ処理施設の建設や市役所本庁舎の整備、大井総合支所複合施設
の建設、上福岡学校給食センターの建て替え、学校の大規模改造工事などの大きな
整備事業を進めるとともに、新たに旧大井清掃センター跡地活用や全小中学校の教
室へのエアコン設置の予算が計上されました。
　収入では、各種控除の廃止などによる市民税の増収や、新築家屋の増加による固
定資産税の増収などが見込まれ、市税全体では増収見込みです。収入全体における
大きな増額要因は、合併の特例による有利な借入れによるものであり、特例期限の
終了を踏まえた各種整備事業の推進を反映した予算となっています。
　これらを踏まえ、さらに安全で魅力あるまちづくりのための議論が交わされました。

合併による特例債を
活用した大型事業が加速

予 算平成 25年度

◆
施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑

誠

風

会
小
高
時
男
　

議
員

信

政

会
大
築

　
守

　

議
員

公

明

党
堀
口
修
一
　

議
員

日
本
共
産
党
塚
越
洋
一
　

議
員

◆
議
案
に
対
す
る
質
疑

誠

風

会
福
村
光
泰
　

議
員

信

政

会
西

　
和
彦

　

議
員

公

明

党
堀
口
修
一
　

議
員

日
本
共
産
党
塚
越
洋
一
　

議
員

か
が
や
き
21
民
部
佳
代
　

議
員

事業者提案による広域ごみ処理施設のイメージ図

く
地
方
交
付
税
の
見
込
み

は
。

国
家
公
務
員
と
同
様
に

地
方
公
務
員
の
給
与
を
削

減
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
地

方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
。

こ
れ
に
、
地
方
債
の
返
済
額

の
増
、
市
税
の
増
を
勘
案
し

た
結
果
、
前
年
度
の
予
算
と

比
較
し
て
約
1
億
1
千
万

円
減
の
約
29
億
5
千
万
円

を
見
込
ん
だ
。

税
制
改
正
の 

影
響
を
考
え
る

各
種
控
除
が
廃
止
・
縮

減
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
子

育
て
世
代
へ
の
影
響
は
。

年
少
扶
養
控
除
で
は
、

一
人
当
た
り
33
万
円
の
控

除
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
市
県
民
税
が
約
3
万

３
千
円
の
増
額
と
な
る
。
し

か
し
、
児
童
手
当
が
支
給
さ

れ
て
お
り
、
実
質
的
な
負
担

増
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
財
源
を
子

住
宅
都
市
と
い
う
面
か

ら
考
え
る
と
、
あ
る
程
度
の

都
市
基
盤
は
整
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
子
育
て
支
援
や

利
便
性
の
向
上
な
ど
と

い
っ
た
ソ
フ
ト
面
で
の
ア

ピ
ー
ル
が
必
要
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
観
光
も
含
め
た
商

業
に
お
い
て
は
、
近
隣
の
大

き
な
市
の
よ
う
な
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
る

こ
と
は
難
し
い
と
思
う
が
、

上
福
岡
駅
周
辺
の
密
集
し

た
商
業
地
域
は
大
き
な
特

徴
で
も
あ
る
の
で
、
こ
の
地

域
の
再
生
が
求
め
ら
れ
る

も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
、

駅
前
は
市
の
顔
で
あ
る
と

い
う
考
え
か
ら
、今
年
度
は
、

上
福
岡
駅
東
口
駅
前
広
場

の
整
備
に
関
す
る
計
画
に

着
手
す
る
。

収
税
の
効
率
化
へ

向
け
て

市
税
等
の
収
納
率
向
上

の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

分
割
納
付
の
場
合
、
こ

れ
ま
で
は
納
付
者
の
提
示

額
に
よ
る
分
割
や
、
少
額
の

分
割
で
あ
っ
て
も
受
け
入

れ
て
い
た
が
、
現
在
は
納
付

能
力
を
細
か
く
精
査
し
、
2

年
間
で
完
納
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
税
に
限
ら
ず
、
保

育
料
や
給
食
費
な
ど
の
滞

納
・
未
納
が
発
生
し
て
い
る

が
、
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部

署
で
扱
っ
て
い
る
。
収
税
課

が
債
権
回
収
に
最
も
精
通

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
は
収
税
課
が

一
括
し
て
取
り
扱
う
こ
と

に
よ
る
効
率
化
も
検
討
し

て
い
る
。


